





( 年 月 日受付 年 月 日受理)
-
要旨 第 次南極地域観測隊が， 年- 年夏期シーズンに行った
「オーロラ・オーストラリス（ ）」による昭和基地への人員・物資輸送に
ついて報告する．
南極観測船「しらせ」の運航は，第 次隊行動で終了し， 年 月で退
役した．そのため，第 次隊の人員・物資輸送を行う代替船として，オース
トラリアが南極輸送に使用している砕氷船をチャーターした．同船の行動と
しては， / 年シーズンの第 次航海にあたる．同船は， 年 月
















は じ め に








オーロラ・オーストラリスによる方法が最適と判断し，平成 年 月の第 回南極地域
観測統合本部総会において，以下の方針を決定した．
?第 次隊（平成 年度）の代替輸送は， の「オーロラ・オーストラリス」を活
用することとし，日豪間で代替輸送を含めた共同観測を行うこととする（局長級覚書締結）」
この決定を元に，第 次観測隊（小達恒夫隊長）は， 年 月 日に西オーストラ




代替輸送船として有力視されていた 年 月 日， の性能および荷役状況を調
査するため，輸送問題調査会議の北川弘光議長と石沢は， と を訪問した．石沢
















(株)が請け負った． 年 月 ・・ 日および 月 日に，同社の東京海運支店東京
食品ターミナル事業所に物資を集積した． フィートコンテナへの積み込みは， 月 日
から 日にかけて行った．コンテナ総数 台で，内訳は，ドライ 台，－ °冷凍







第 次隊隊員は， 月 日に成田を発ち，シドニー経由で 日にパースに到着した．
表 日本から輸送した物資量












































表 ， に 関係のスタッフおよび船員の職名と人数をそれぞれ示す． は，民間
の 社の所有であり， が長期チャーターしている砕氷船である．南極への航海は，
























































順調に南下した．図 に航海の概要図を示す． の第 甲板（ ）には，シャ
ワー・トイレ付き - 人用の 段ベッド付きの寝室が 名分ある．観測隊長のみ個室を
使用し，観測隊員とオブザーバーは 部屋を 人で使用した．ただし，女子隊員 人は 人
で一つの寝室を使用した．航海中の隊員の安全を確認するため，観測隊員で割り振った当
直が に各寝室を訪問し，全員の所在を確認し隊長に報告した．また，夕方

























































月 日に氷海に進入し南下した（写真 ）が，密接度 / から / の密氷域に阻ま
れ，北転，いったん氷海を離脱した．茂原同行者のアドバイスにより東進し， 日早朝に
氷海に再突入後， に °′″， °′ ″ で進入を停止，漂泊した．昭和基地
から マイル °の位置だった．
空 輸 作 業
オーロラ・オーストラリスから昭和基地への空輸
同船に積み込んだヘリコプターは， 型 機（呼称 ， ）， 型 機（呼
















































































































































































































































































夏期作業で早急に必要となる緊急物品の輸送を 月 日から 月 日に実施した．こ



















ドコンテナと交換した．この作業は，第 次機械隊員 名が行った．合計で約 を使
用した．





にしてブレードをロープで固定した（写真 ）． 月 日から 日にかけて， 月として
は 年ぶりのブリザードとなり， 日に日最大瞬間風速 /，日最大風速 / を













第 次隊の空輸が終了した 月 日と 日に第 次越冬隊の持ち帰り物資の空輸を
実施した．しかし，翌 日から 日間にわたる悪天のため，再開できたのは空輸最終日












































































































































































月 日 に， から始まった人員の撤収と持ち帰り物資の空輸が終了し
た．航空機の最終便の後， はラミングを繰り返しながらゆっくりと北上した．
月 日 頃にホバートのマッコーリー岸壁に着岸した．翌 日朝からコンテ
ナの荷下ろしが始まり，午後には日本から持ち込んだ 台すべてのコンテナが陸揚げされ
た．この後，このコンテナは，貨車で北部のコンテナ積み出し港まで運ばれ，日本に向け




年月日 （ ) （ ) - （ ) 飛行時間（ )
合計（ )
石沢賢二・水野 誠



















基地及びマッコーリー島基地の施設．南極資料， ， - ．












写真 ヘリコプター格納庫に集積した貨物 写真 オーロラ・オーストラリス（ ）での
ヘリコプターへの積み込み
石沢賢二・水野 誠
写真 荷物のトラックへの積み込み 写真 ケーブル 梱が積まれたと推定される
スリング空輸
写真 ヘリポートでのヘリコプターへの給
油
写真 ヘリポートでのヘリコプターの駐
機
写真 ブリザードによる機体への雪の浸入
オーロラ・オーストラリスによる第 次隊での昭和基地における人員・物資輸送
